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*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

          日本老年看護学会第 21回学術集会 事前参加登録期間延長のお知らせ 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

■テーマ 

  死を見据えたケア～高齢者本人とケアチームによるケアの創造と統合へ～ 

■会 期 2016年 7月 23日（土）～24日（日） 

■会 場 大宮ソニックシティ（さいたま市大宮区桜木町 1-7-5） 

■学術集会長 桑田美代子（青梅慶友病院／よみうりランド慶友病院）  

■参加費 

  会 員 事前 8,000円，当日 10,000円 

  非会員 事前 10,000円，当日 12,000円 

■事前参加登録を 6月 8日（水）まで延長します。皆さまのご参加をお待ちしています。 

 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

                   「立場表明」（案）への意見公募のお知らせ 

*.───・───・───・───・───・───・───・───・───・───* 

 

■「立場表明」作成の意図 

 身体疾患で病院を受療する認知症高齢者の増加に伴い、病院で働く多くの看護職が認知 

症高齢者のケアに携わる機会が格段に増え、それに伴いさまざまな課題が生じています。 

そこで本学会では、学会設立 20周年の節目に際して、特に困難な課題を抱える「急性期 

 病院における認知症高齢者の看護」に焦点を絞り、本学会の立場を明示する「立場表明」

（案）を作成しました。 

 

■意見公募の方法 

 現在、「立場表明」はあくまでも「案」の段階です。この後、会員の皆さまからのご意見

をいただき、更なる検討を加え、最終的には第 21回学術集会の「会員総会」にて最終版

のご紹介をしたいと考えています。つきましては、以下の手順にて「立場表明（案）」を

参照し、ご意見をお寄せください。 

〔閲覧方法〕 

 学会HP（http://www.rounenkango.com/）の「会員専用サイト」から、 

「お知らせ：立場表明（案）への意見公募」の「詳細」をクリックするとご覧いただけます。 



〔意見提出の方法〕 

「会員専用サイト」内の「ご意見」画面から、意見の種類「立場表明（案）の意見公募」 

を選択し、ご意見をお書きください。 

〔意見公募期間〕 

 2016年 5月 18日（水）～6月 14日（火） 

  

※皆さまのご意見をお待ちしています。 

 

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+ 
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 一般社団法人日本老年看護学会 総務広報 

 担当：北川 公子（共立女子大学看護学部） 
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※このメールは 2016 年 5 月 26 日現在のご登録情報をもとにお送りしております。配信先

の変更や停止については、下記事務センターまでご連絡ください。 

※このメールの発信元アドレスは、送信専用アドレスです。本メールへの返信はできませ

ん。お問い合わせは、下記学会事務センターのアドレスにお送りください。 

+‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥+ 
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